
令和３年度　魅力と活力ある学校づくり推進事業

実施報告書　【学校（再編統合校）への支援用】

学校番号 28
学校名 富山県立高岡西高等学校

「聡く　豊かに　たくましく」の校訓のもと、確かな学力の定着、豊かな心・健やかな体を育むため、様々な教育
活動を展開している。再編統合となり、学校の活力が失われることがないよう学校行事をはじめとする教育活
動の企画・運営等の工夫・改善が必要となる。また、地域から信頼され、地域に開かれた学校として、これま
でと同様に継続したボランティア活動や地域交流を推進していきたいところである。
高西パワーアッププログラム
①地域と連携した活動・ボランティア活動の充実
・７年間継続して行われている若TAKA塾（地域講師による講演）は、今年度２回実施した。第１回は、地域の方による研
修で２２名の生徒が関心をもって参加し、盛んに質疑応答があった。第２回（最終回）は若TAKA塾創設者の今井元校長
を講師として招き、生徒、職員が大勢参加し、和やかな雰囲気で会を終了した。
・福祉施設訪問では、新型コロナウイルスの感染防止のため、交流が困難な中で、メッセージボードを作り、手紙とメッ
セージボードのやりとりをし、交流を行うことができた。

②学校行事の充実
・体育大会は、３学年だけではあるが従来と同じ規模で実施し、生徒が団結し取り組むことができた。
・文化部発表会では、７月下旬に学校祭の代替として、文化部の生徒が最後に活動を発表する場として全校生徒の前
で盛大に行うことができた。
・閉校記念行事では、生徒による巨大モザイクアート製作に取り組んで完成させた。また、はじめしゃちょーによるトーク
ライブショーも行われ,会場は歓喜に包まれた。
・閉校式では、閉校実行委員会を創設し、企画・運営を事前に綿密に行い、無事終了することができた。

③魅力ある授業の推進
・校内ICT研修会は、新型コロナウイルスの影響により取りやめた。

①地域連携・ボランティア活動の充実
・若ＴＡＫＡ塾　２回（地域講師による講演と若ＴＡＫＡ塾創設者の今井元校長による講演）
・プランター整備（6月・10月）：正面玄関前プランターの植え替え。10月は、主に片付けが中心となった。
・福祉施設、保育園、特別支援学校、こども食堂ボランティアとの交流において、シトラスリボン、季節の折り紙、クリスマ
スツリー、メッセージボードなどを作成し、交流を図った。

②学校行事（体育大会・文化部発表会・閉校記念行事）の充実
・体育大会では、少人数ではあるが競技以外にも応援合戦、デコレーションの製作も行った。
・文化部発表会では、１週間の展示期間を設け、書道部、華道部、情報処理部、英会話部、JRC部、美術部が作品を展
示し、合唱部、ダンス部がそれぞれステージ発表を行い、茶道部はお茶会を実施した。
・閉校記念行事では、生徒による巨大モザイクアートを約２ヶ月の期間をかけて製作した。また、はじめしゃちょーによる
トークライブショーも行われ、最後に巨大モザイクアートに太筆で文字を書いて完成となった。
・閉校式は、約３００名が参加し、式の最後に本校卒業生の声楽家が校歌を斉唱した。また、招待者への記念品として
記念誌、記念ＤＶＤなどを配付し、ＤＶＤは会場や控え室でも上映した。

③魅力ある授業の推進
・校内ICT研修会は、中止。

全校生徒（３年１１７名）

4月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 こども食堂ボランティア（第２・４土曜）・福祉施設定期訪問（毎週水曜） 】

5月                                                                                                        　　　　　     

6月 保育園交流、体育大会、プランター整備、特別支援学校交流①（リモート）

7月 若TAKA塾①、校内文化部発表会、高齢者施設の訪問

8月 若TAKA塾②

9月 閉校記念行事

10月 特別支援学校交流②（リモート）、プランター整備

11月 特別支援学校交流②（卓球、ソフトテニス）

12月
1月
2月
3月 閉校式

実
施
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績

対象者（学年・人数など）

学校の現状と課題

テーマ（特色）

設定した「テーマ」の達
成状況

実施内容
（具体的に記入する）


